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当社は、1717年（享保2年）の創業以来、「病気と苦痛に対する人間の闘いのために」という
企業理念のもと、薬業一筋に邁進してきました。真に患者さんのためになる医薬品を開発して
社会に貢献するために、これまで克服されていない病気や、いまだ患者さんの治療満足度が低
く、医療ニーズの高い疾患領域に挑戦し続けています。

また、多様なステークホルダーの皆様の声にしっかりと耳を傾け、社会課題解決や持続可能な
社会の実現に貢献していくことが重要であると考えており、革新的な医薬品の創製に加え、 
ESG（環境、社会、ガバナンス）への取り組みを継続的に強化しています。2018年度には、 

2015年に国連において持続可能な開発目標（SDGs）が採択されるなど、外部環境の変化や社
会からの要請を踏まえ、当社がCSR経営に取り組むうえでの重要課題（マテリアリティ）を特
定するとともに、当社が特に実現に貢献すべきSDGsを定めました。

実際の取り組みにあたっては、ビジョンを明確にするとともに、具体的な目標・ゴールを設定
し、情報を収集・分析して課題を抽出したうえで、社内外と連携をとりながら活動を推進して
います。

特に異常気象をはじめとする地球温暖化の影響は年々大きくなってきており、気候変動対策は
国際社会の重要な課題となっています。環境に対する企業の社会的責任を認識し、豊かな地球
環境の実現に向けて、事業活動の全分野において環境に配慮していくことが重要だと考えてお
り、当社は、2019年6月に中長期環境ビジョン「ECO VISION 2050」を策定し、2050年に
めざす姿として「製薬業界における環境リーディングカンパニー」となることを掲げました。
そして「ECO VISION 2050」の実現に向けて、「脱炭素社会の実現」、「水循環社会の実
現」、「資源循環社会の実現」の3つを重点項目と定め、温室効果ガス、水使用量、廃棄物削
減に向けての具体的な中長期目標を設定し、この目標達成に向け活動を進めています。また、 
2019年10月に「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」の提言への賛同を表明し、
TCFDの提言に基づく適切な情報開示にも努めています。

わたしたち小野薬品は、「病気と苦痛に対する人間の闘いのために」という企業理念のもと熱
き挑戦者であり続けます。引き続きご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

事業活動を通じて社会の持続的な発展に貢献します。
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